
第
二
節　

形
式
・
技
法
の
調
査

第
一
項　

平
面
計
画

　

平
面
計
画
寸
法
を
探
る
手
段
と
し
て
は
、
部
材
を
解
体
し
て
真
墨
な
ど
を
調
べ
る
の
が
最

も
正
確
な
方
法
で
あ
る
が
、
今
回
の
整
備
工
事
は
部
材
を
解
体
し
な
い
た
め
、
真
墨
等
を
確

認
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
正
実
測
図
の
値
と
今
回
計
測
し
た

値
の
比
較
と
、
校
木
内
々
と
台
輪
真
々
の
寸
法
を
実
測
し
、
校
木
と
台
輪
真
（
束
柱
真
）
と

の
関
係
と
、
校
木
と
垂
木
割
の
関
係
、
さ
ら
に
実
測
寸
法
を
天
平
尺
（
一
尺
を
二
九
六
㎜
と

仮
定
）
に
換
算
し
、
奈
良
時
代
の
平
面
の
計
画
寸
法
を
検
証
し
て
み
た
。

　

ま
ず
校
木
内
々
寸
法
は
、
今
回
実
測
し
た
寸
法
と
大
正
実
測
図
に
あ
る
寸
法
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
数
ミ
リ
程
度
の
差
で
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。

　

梁
間
方
向
校
木
内
々
寸
法
は
南
倉
で
の
平
均
は
、
九
・
二
六
四
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で
三

一
・
三
〇
尺
で
あ
っ
た
。
北
倉
で
は
平
均
九
・
二
六
九
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で
三
一
・
三
一
尺
、

中
倉
は
梁
間
方
向
九
・
二
六
五
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で
三
一
・
三
〇
尺
で
あ
っ
た
。
な
お
中
倉

は
板
倉
で
は
あ
る
が
、
北
倉
、
南
倉
の
校
木
内
々
寸
法
と
大
き
な
差
が
な
く
、
校
木
内
面
と

壁
板
内
面
が
ほ
ぼ
揃
う
。
桁
行
方
向
の
校
木
内
々
寸
法
は
、
南
倉
で
の
平
均
は
、
一
〇
・
三

六
六
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で
三
五
・
〇
二
尺
、
北
倉
で
は
一
〇
・
三
九
二
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で

三
五
・
一
一
尺
、
中
倉
の
桁
行
方
向
は
南
倉
、
北
倉
の
校
木
の
外
側
の
内
々
寸
法
と
な
る
が
、

平
均
で
一
一
・
四
八
一
ｍ
、
天
平
尺
換
算
で
三
八
・
七
九
尺
で
あ
っ
た
。

　

校
木
真
と
台
輪
真
と
の
関
係
は
、
梁
間
方
向
で
南
倉
で
は
八
八
㎜
、
北
倉
で
は
三
〇
㎜
、

中
倉
で
は
六
四
㎜
、
桁
行
方
向
は
南
倉
で
一
三
九
㎜
、
北
倉
で
二
〇
九
㎜
、
外
側
に
ず
れ
が

あ
り
、
梁
間
方
向
に
比
べ
桁
行
方
向
は
ず
れ
が
大
き
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

天
平
尺
で
換
算
し
た
数
値
を
見
て
み
る
と
、
各
倉
と
も
梁
間
方
向
で
校
木
内
々
約
三
一
・

三
尺
、
台
輪
真
々
約
三
一
・
五
尺
と
大
き
な
差
は
な
い
。
南
倉
・
北
倉
の
桁
行
方
向
校
木

内
々
で
約
三
五
尺
、
中
倉
は
三
八
・
七
九
尺
、
台
輪
真
々
で
南
倉
三
五
・
四
八
尺
、
北
倉
が

三
五
・
八
二
尺
と
寸
法
に
少
し
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
中
倉
台
輪
真
々
で
四
〇
・
二
七
尺
と

な
っ
た
。

　

校
倉
平
面
を
計
画
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
が
校
木
の
長
さ
で
あ
る
。
古
代
の
建
築
に
お
い

て
は
、
調
達
で
き
る
木
材
の
長
さ
が
建
物
の
大
き
さ
を
決
定
付
け
る
こ
と
は
村
田
健
一
氏
の

研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
一
）。
南
倉
、
北
倉
の
梁
間
方
向
上
部
の
三
段
校
木
が
約
一
三
ｍ
、

桁
行
方
向
上
部
の
三
段
校
木
で
最
長
一
四
ｍ
あ
る
。
そ
の
他
の
校
木
も
梁
間
方
向
で
一
一
ｍ
、

桁
行
方
向
で
約
一
二
ｍ
の
木
材
が
必
要
と
な
る
。
校
木
は
継
い
で
あ
る
も
の
が
数
本
見
ら
れ

る
も
の
の
、
基
本
的
に
一
材
で
組
ま
れ
て
い
る
。
校
木
を
組
上
げ
構
造
体
を
形
成
し
て
い
る

校
倉
の
場
合
、
継
手
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
建
物
の
強
度
が
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時

調
達
で
き
る
一
〇
ｍ
内
外
の
木
材
の
長
さ
か
ら
建
物
規
模
が
決
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

校
木
に
は
伐
採
し
た
木
材
を
筏
に
組
ん
で
川
に
流
し
て
運
搬
し
た
時
の
目
途
穴
が
残
る
も
の

も
見
ら
れ
た
。

　

垂
木
が
ど
こ
を
基
準
に
配
ら
れ
て
い
る
か
現
状
を
実
測
し
作
図
し
て
み
る
と
、
校
木
内
面

に
垂
木
内
面
が
お
お
よ
そ
揃
う
。
垂
木
の
幅
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
お
お
よ
そ
一
〇
五

～
一
二
〇
㎜
で
あ
り
、
校
木
上
下
の
平
ら
な
部
分
も
若
干
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
九
〇

～
一
二
〇
㎜
で
ほ
ぼ
垂
木
幅
と
同
じ
寸
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
垂
木
は
垂
木
真
と
校

木
上
下
の
平
ら
な
部
分
の
真
が
垂
木
真
と
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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表₉　平面寸法の比較

一階梁間

校
木
内
々

梁間方向 南倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算

北通り 9,252 30.53 31.26 9,258 30.55 31.28 9,276 30.61 31.34

北中通り 9,276 30.61 31.34 9,271 30.60 31.32 9,273 30.60 31.33

南中通り 9,267 30.58 31.31 9,281 30.63 31.35 9,229 30.46 31.18

南通り 9,259 30.56 31.28 9,265 30.58 31.30 9,282 30.63 31.36

平均 9,264 30.57 31.30 9,269 30.59 31.31 9,265 30.58 31.30

大正二年実測 9,272 30.60 31.32 9,272 30.60 31.32 9,272 30.60 31.32

台
輪
真
々

梁間方向 南倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算

北通り 9,337 30.81 31.54 9,287 30.65 31.37 9,312 30.73 31.46

北中通り 9,346 30.84 31.57 9,295 30.68 31.40 9,320 30.76 31.49

南中通り 9,355 30.88 31.61 9,303 30.70 31.43 9,350 30.86 31.59

南通り 9,365 30.91 31.64 9,312 30.73 31.46 9,337 30.81 31.54

平均 9,351 30.86 31.59 9,299 30.69 31.42 9,330 30.79 31.52

一階桁行

校
木
内
々

桁行方向 南倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算

東通り 10,375 34.24 35.05 10,375 34.24 35.05 11,487 37.91 38.81

東中通り 10,367 34.21 35.02 10,397 34.31 35.13 11,476 37.87 38.77

西中通り 10,357 34.18 34.99 10,390 34.29 35.10 11,469 37.85 38.75

西通り 10,366 34.21 35.02 10,406 34.34 35.16 11,492 37.93 38.82

平均 10,366 34.21 35.02 10,392 34.30 35.11 11,481 37.89 38.79

大正二年実測 10,387 34.28 35.09 10,408 34.35 35.16 11,481 37.89 38.79

台
輪
真
々

桁行方向 南倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算

東通り 10,475 34.57 35.39 10,591 34.95 35.78 11,913 39.32 40.25

西通り 10,532 34.76 35.58 10,613 35.03 35.86 11,925 39.36 40.29

平均 10,503 34.67 35.48 10,602 34.99 35.82 11,919 39.34 40.27

二階梁間

校
木
内
々

梁間方向 南倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉梁間(㎜) 尺換算 天平尺換算

北通り 9,253 30.54 31.26 9,262 30.57 31.29 9,264 30.57 31.30

北中通り 9,247 30.52 31.24 9,287 30.65 31.38 9,259 30.56 31.28

南中通り 9,254 30.54 31.26 9,280 30.63 31.35 9,257 30.55 31.27

南通り 9,259 30.56 31.28 9,270 30.59 31.32 9,240 30.50 31.22

平均 9,253 30.54 31.26 9,275 30.61 31.33 9,255 30.54 31.27

大正二年実測 9,260 30.56 31.28 9,260 30.56 31.28 9,260 30.56 31.28

二階桁行

校
木
内
々

桁行方向 南倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 北倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算 中倉桁行(㎜) 尺換算 天平尺換算

東通り 10,379 34.25 35.06 10,387 34.28 35.09 11,471 37.86 38.75

東中通り 10,383 34.27 35.08 10,377 34.25 35.06

西中通り 10,384 34.27 35.08 10,378 34.25 35.06

西通り 10,376 34.24 35.05 10,385 34.27 35.08 11,468 37.85 38.74

平均 10,381 34.26 35.07 10,382 34.26 35.07 11,470 37.85 38.75

大正二年実測 10,375 34.24 35.05 10,396 34.31 35.12 11,493 37.93 38.83
太線内は実測値
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第
二
項　

木　

部

一
　
束
　
柱

　

束
柱
は
、
礎
石
上
に
ひ
か
り
付
け
て
立
ち
（
注
二
）、
梁
間
方
向
に
頭
貫
を
入
れ
、
台
輪
を
載

せ
て
い
る
。
建
長
六
年
の
落
雷
で
束
柱
六
本
は
取
り
替
え
ら
れ
た
と
記
録
に
あ
る
（
注
三
）。
そ

れ
以
外
は
当
初
材
と
見
ら
れ
る
。
大
正
二
年
実
測
図
に
は
束
柱
の
直
径
二
・
二
尺
（
現
行
尺

換
算
値
六
六
七
㎜
）
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
束
柱
は
特
に
外
側
に
風
蝕
が
進
み
、
実

測
す
る
と
寸
法
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
真
円
で
は
な
い
（
柱
径
は
表
8
参
照
）。

二
　
台
　
輪

　

台
輪
は
、
ま
ず
束
柱
上
梁
間
方
向
の
各
筋
に
載
せ
、
そ
の
上
に
桁
行
方
向
は
側
通
り
に
の

み
載
せ
、
台
輪
上
に
校
木
を
組
む
。
梁
間
・
桁
行
の
両
方
向
と
も
台
輪
の
先
端
を
束
柱
筋
よ

り
大
き
く
桔
ね
出
し
て
い
る
。
す
べ
て
当
初
材
と
思
わ
れ
る
。

　

台
輪
の
寸
法
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
外
部
に
面
す
る
部
分
の
風
蝕
が
著
し
い
。
梁
間
方

向
の
台
輪
は
南
倉
で
幅
五
七
三
～
五
八
五
㎜
、
成
二
〇
八
～
二
二
二
㎜
、
北
倉
で
幅
五
七
三

～
六
二
〇
㎜
、
成
二
三
〇
～
二
五
五
㎜
で
あ
る
。
中
倉
中
央
間
の
二
本
は
、
幅
五
九
八
～
六

一
〇
㎜
、
成
二
八
五
～
二
八
八
㎜
と
南
倉
、
北
倉
に
比
べ
成
が
大
き
い
。

　

継
手
位
置
を
見
る
と
、
梁
間
方
向
で
南
倉
南
端
十
通
り
の
中
央
と
九
通
り
の
柱
上
に
継
手

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
一
材
で
あ
る
。
桁
行
方
向
は
、
南
倉
、
北
倉
は
一
材
で
、
中
倉
の

両
脇
間
の
中
央
に
継
手
が
あ
る
（
注
四
）。

　

外
廻
り
台
輪
の
上
端
外
角
と
外
部
桔
ね
出
し
部
分
の
上
端
両
角
に
面
幅
約
八
〇
㎜
の
大
き

な
面
を
と
っ
て
い
る
。
水
切
り
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
（
注
五
）、
北
倉
南
端
の
四
通
り
の
南

面
、
南
倉
北
端
七
通
り
の
北
面
に
も
こ
の
面
取
り
が
あ
る
。
ま
た
、
大
正
修
理
時
の
工
事
写

真
か
ら
、
こ
の
面
取
り
は
、
い
通
り
、
に
通
り
の
室
内
側
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
規
格
材
と
し
て
加
工
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

台
輪
の
桔
ね
出
し
寸
法
は
、
東
側
が
約
一
・
九
ｍ
と
ほ
か
の
面
の
桔
ね
出
し
寸
法
の
一
・

図135　調査用番付

い

ろ

北南

西

東

は

に

一二三四五六七八九十

五
～
一
・
六
ｍ
よ
り
大
き
い
こ
と
が
実
測
に
よ
り
確
認
で
き
た
。
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三
　
校
木
・
壁
板

　

校
木
は
台
輪
上
に
梁
間
方
向
、
桁
行
方
向
の
順
に
成
を
半
分
ず
ら
し
な
が
ら
交
互
に
二
〇

段
組
み
上
げ
て
い
る
。
梁
間
方
向
上
部
に
は
校
木
成
半
分
の
高
さ
の
面
戸
状
の
飼
物
が
入
る
。

部
材
の
寸
法
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
上
部
で
計
測
す
る
と
成
・
幅
共
約
三
〇
〇
㎜
で
、
三

〇
〇
㎜
角
の
材
を
上
端
、
下
端
と
外
側
に
九
〇
～
一
〇
五
㎜
程
の
平
ら
な
面
を
残
し
て
不
等

辺
六
角
形
に
加
工
し
て
い
る
。
下
段
は
風
蝕
が
著
し
い
。
校
木
は
基
本
的
に
一
材
で
あ
る
が
、

今
回
目
視
で
継
手
の
位
置
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
継
手
の
あ
る
校
木
は
南
倉
で
南
面
の
最
下

段
と
下
か
ら
一
七
段
目
と
一
八
段
目
の
三
本
、
東
面
は
下
か
ら
一
七
段
と
一
九
段
目
の
二
本
、

北
面
は
一
九
段
目
の
一
本
の
計
六
本
、
北
倉
は
、
北
面
の
下
か
ら
四
段
目
と
一
八
段
目
の
計

二
本
で
合
計
八
本
に
継
手
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
一
材
で
あ
っ
た
。

　

時
代
別
は
、
目
視
だ
け
で
は
な
か
な
か
判
断
し
難
い
が
、
北
倉
北
側
下
か
ら
一
段
目
の
校

木
は
大
正
材
で
あ
る
ほ
か
は
大
半
の
部
材
は
当
初
材
と
見
ら
れ
、
所
々
埋
木
や
矧
木
が
施
さ

れ
て
い
る
。
中
倉
内
部
か
ら
見
る
と
、
南
倉
北
側
、
北
倉
南
側
の
校
木
に
槍
鉋
の
加
工
痕
が

よ
く
残
っ
て
い
る
。
校
木
内
面
は
蛤
刃
の
釿
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
丸
刃
の
痕
跡
と
、
や
は
り

釿
で
あ
る
が
斜
め
に
直
刃
の
加
工
痕
が
見
ら
れ
た
（
注
六
）。

　

校
木
間
は
太
枘
を
入
れ
て
組
み
上
げ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
大
正
期
の
図
面
に
も
描
か
れ
て

い
る
。
今
回
の
調
査
で
校
木
の
隙
間
か
ら
六
〇
㎜
×
二
〇
㎜
程
度
の
太
枘
が
入
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

各
倉
内
部
校
木
の
柱
間
中
央
に
幅
九
〇
～
一
〇
五
㎜
の
天
井
板
ま
で
連
続
す
る
埋
木
痕
跡

が
南
倉
一
階
東
面
、
中
倉
一
・
二
階
の
東
西
面
、
北
倉
一
階
東
面
に
見
ら
れ
た
。
ま
た
北
倉

一
階
北
面
、
西
面
の
内
部
柱
間
の
ほ
ぼ
中
央
に
縦
に
幅
一
二
〇
㎜
で
墨
が
残
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
内
部
柱
間
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
釘
彫
り
と
角
釘
穴
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
左
右
交
互
に
縦
三

〇
〇
～
六
〇
〇
㎜
間
隔
で
天
井
付
近
ま
で
連
続
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
正
修
理
前
に

も
内
部
に
九
〇
～
一
二
〇
㎜
程
の
細
い
柱
が
立
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
（
注
七
）。
大
正
修
理
前

の
図
面
に
も
校
木
内
側
に
柱
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

図136　校木加工痕摺本

中
倉
二
階
南
面
校
木
上
面
（
槍
鉋
）

北
倉
二
階
北
面
校
木
（
釿
）

北
倉
二
階
南
面
校
木
（
釿
）

縮尺　1：8
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中
倉
は
、
柱
を
立
て
て
厚
板
を
嵌
め
込
ん
だ
板
倉
の
形
式
で
あ
る
。
桁
行
台
輪
上
に
五
平

の
柱
を
立
て
、
南
倉
、
北
倉
の
校
木
桔
ね
出
し
木
口
際
に
定
規
柱
を
立
て
、
柱
の
板
决
り
溝

に
壁
板
を
嵌
め
込
む
。
壁
板
の
幅
は
二
五
三
～
二
九
六
㎜
で
、
柱
頂
部
に
成
二
三
五
～
二
四

〇
㎜
の
頭
貫
を
入
れ
、
外
部
は
片
蓋
で
大
斗
と
肘
木
を
組
ん
だ
上
に
桁
を
受
け
、
内
部
は
桁

図138　板掛け摺本　縮尺 1：5
北倉一階東北四天柱東面

け
を
大
釘
止
め
し
、
床
板
を
受
け
る
。

　

大
正
修
理
の
時
、
各
倉
校
木
内
側
の
束
柱
通
り
に
内
部
柱
を
入
れ
て
い
る
。
南
倉
の
南
隅

二
箇
所
と
北
倉
北
隅
二
箇
所
の
み
一
八
〇
㎜
角
、
そ
の
他
は
二
一
〇
㎜
角
で
、
檜
の
台
鉋
仕

上
げ
と
す
る
。
背
面
は
、
引
独
鈷
に
よ
り
校
木
を
引
い
て
い
る
様
子
が
、
大
正
期
の
工
事
写

真
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
写
真
か
ら
は
校
木
全
数
を
引
く
よ
う
に
加
工
し
て
い
る
が
、
今
回
、

隙
間
か
ら
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
全
数
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

五
　
大
梁
・
妻
梁

　

大
梁
は
、
成
三
九
〇
～
四
一
五
㎜
、
幅
二
七
二
～
三
〇
八
㎜
を
下
か
ら
一
九
段
目
の
桁
行

方
向
校
木
及
び
四
天
柱
上
の
大
斗
の
上
に
載
せ
、
先
端
を
持
ち
出
し
、
丸
桁
下
の
舟
肘
木
を

受
け
る
。
桁
行
方
向
二
〇
段
目
の
校
木
の
上
端
と
大
梁
天
端
が
揃
い
、
軒
天
井
板
及
び
小
屋

裏
床
板
を
載
せ
る
。
桁
行
方
向
の
二
〇
段
目
の
校
木
は
大
梁
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
。

　

妻
梁
は
、
成
三
七
七
～
三
八
八
㎜
、
幅
二
六
〇
～
三
〇
〇
㎜
を
梁
間
方
向
二
〇
段
目
の
校

木
上
に
載
せ
、
外
部
は
先
端
を
持
ち
出
し
丸
桁
下
の
舟
肘
木
を
受
け
、
内
部
は
大
梁
に
横
枘

差
鼻
栓
止
め
と
す
る
。
南
倉
の
北
側
、
北
倉
の
南
側
も
同
様
に
中
倉
内
部
に
妻
梁
先
端
を
持

ち
出
す
。
中
倉
内
部
東
南
側
の
南
倉
妻
梁
と
西
北
側
の
北
倉
妻
梁
に
風
蝕
ら
し
い
跡
が
見
ら

れ
た
が
、
中
倉
内
に
張
り
出
す
妻
梁
の
先
に
は
、
舟
肘
木
を
載
せ
た
よ
う
な
仕
口
の
痕
跡
は

見
ら
れ
な
い
。

　

大
梁
、
妻
梁
い
ず
れ
も
槍
鉋
の
加
工
痕
が
残
り
、
す
べ
て
当
初
材
と
見
ら
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
大
梁
の
位
置
を
実
測
し
た
と
こ
ろ
、
中
倉
の
大
梁
が
ト
ラ
ス
の
陸
梁
の
位

置
す
な
わ
ち
束
柱
の
筋
に
対
し
て
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
梁
の
内
々
寸
法
を
軒

天
井
位
置
で
計
測
す
る
と
、
東
側
は
ほ
ぼ
等
間
隔
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
側
南
の
間
で
一
一

九
㎜
、
北
の
間
で
一
三
一
㎜
、
南
に
ず
れ
て
お
り
、
南
の
間
が
狭
く
、
北
の
間
が
広
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
大
正
修
理
時
の
ト
ラ
ス
陸
梁
は
、
西
側
の
大
梁
位
置
に
合
わ
せ
入
れ
て
い
て
、

東
側
で
大
梁
の
位
置
と
陸
梁
の
位
置
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

図137　中倉壁板の風蝕の様子（西面北側柱際）

ま
で
柱
が
延
び
る
。
壁
板
厚
は
計
測
で
き

な
い
が
大
正
実
測
図
に
は
四
・
三
寸
の
記

入
が
あ
る
。
外
部
は
風
蝕
が
大
き
く
、
特

に
西
面
で
は
六
〇
㎜
以
上
風
蝕
し
て
い
る
。

四
　
四
天
柱
・
内
部
柱
・
添
柱

　

各
倉
中
央
間
の
柱
通
り
に
四
本
、
円
柱

の
四
天
柱
を
立
て
る
。
柱
径
は
各
倉
と
も

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
一
階
で
計
測

す
る
と
三
四
〇
㎜
前
後
、
二
階
柱
頂
部
で

三
〇
〇
㎜
前
後
と
先
細
り
に
造
る
。
槍
鉋

の
加
工
痕
が
残
さ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
当

初
材
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
各
倉
の
一
階
四

天
柱
東
・
西
面
と
、
中
倉
南
・
北
面
四
天

柱
通
り
に
約
一
八
〇
㎜
の
添

柱
を
、
長
さ
約
三
六
〇
㎜
の

横
木
を
飼
い
込
み
床
板
上
に

立
て
、
二
階
床
梁
を
受
け
て

い
る
。
添
柱
も
当
初
材
と
見

ら
れ
、
槍
鉋
の
加
工
痕
が
見

ら
れ
る
。
四
天
柱
南
・
北
面

に
は
、
繰
型
を
付
け
た
板
掛
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表10　丸桁寸法表

表11　舟肘木寸法表

単位：㎜
番付 幅 成 造出迄成 図化測定　長さ（継手抜） 飼物

北面 230 250 315 13,171 なし
西面 北より₁ 235 260 265 5,368 なし

北より₂ 232 235 235 7,000 あり
北より₃ 232 242 251 12,021 あり
北より₄ 245 240 240 3,481 あり
北より₅ 240 258 258 8,857 あり

南面 西より₁ 243 255 255 4,978 なし
西より₂ 233 260 260 8,180 なし

東面 南より₁ 243 260 260 5,303 なし
南より₂ 240 240 240 7,043 あり
南より₃ 226 230 312 11,850 あり
南より₄ 230 250 262 3,485 あり
南より₅ 238 280 280 8,891 途中まで

単位：㎜
番付 幅 成 造出迄成 長さ 丸桁込み 仕口 （校木） 下端当たり・風蝕

北面 に通り 230 155 243 2,693 上木 相欠き －
は通り 230 148 228 1,823 上木 相欠き 20
ろ通り 235 150 224 1,680 上木 相欠き
い通り 235 153 203 2,848 上木 相欠き 渡腮

西面 十通り 233 150 210 2,732 下木 相欠き 渡腮 30
九通り 235 153 213 1,711 上木 相欠き
八通り 232 152 207 1,729 － －
七通り 242 153 193 1,721 上木 渡腮 325
六通り 232 153 190 1,658 － － 30
五通り 238 109 199 1,684 1,705 上木 渡腮 72
四通り 238 151 229 1,727 上木 渡腮 35
三通り 245 154 214 1,724 上木 相欠き
二通り 240 150 214 1,731 － －
一通り 236 150 217 2,618 上木 相欠き 渡腮

南面 い通り 233 155 210 2,680 下木 相欠き 渡腮
ろ通り 242 151 223 1,728 上木 相欠き
は通り 248 155 225 1,730 上木 相欠き
に通り 250 157 228 2,588 － 相欠き －

東面 一通り 233 155 210 2,541 － 相欠き 渡腮
二通り 245 155 223 1,724 － － 15
三通り 241 155 220 1,727 － － 30
四通り 234 181 248 1,765 上木 渡腮 15
五通り 235 78 198 1,678 1,749 － － 37
六通り 238 90 196 1,697 1,727 － － 7
七通り 233 159 196 1,724 上木 渡腮
八通り 233 152 222 1,800 上木 相欠き
九通り 228 196 246 1,845 上木 相欠き
十通り 230 134 240 2,709 下木 相欠き 渡腮

凡例：₁．斜体字は隅の舟肘木を表す。
　　　₂．番付は、図135参照。
　　　₃．仕口の－は未解体のためわからなかったことを示す。
　　　₄．長さの欄で、丸桁造り出し部分が舟肘木そのものより長い場合、丸桁込みでの長さを表記。
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六
　
丸
　
桁

　

丸
桁
は
す
べ
て
檜
材
で
、
南
面
に
二
丁
、
東
面
に
五
丁
、
北
面
は
一
丁
、
西
面
は
五
丁
か

ら
な
っ
て
い
る
。
舟
肘
木
を
介
し
て
大
梁
や
三
段
校
木
に
載
る
。
断
面
形
状
は
円
形
で
は
な

く
、
建
物
外
側
に
な
る
上
下
は
丸
面
を
取
る
よ
う
に
加
工
し
、
正
面
は
曲
率
が
小
さ
い
。
建

物
内
側
の
下
端
は
軒
天
井
板
下
端
と
揃
う
た
め
角
の
ま
ま
と
し
、
小
屋
裏
に
な
る
上
端
は
や

は
り
丸
面
は
取
ら
ず
角
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
舟
肘
木
に
載
る
部
分
は
下
端
の
丸
面
を
取

ら
ず
、
舟
肘
木
の
形
状
（
長
さ
方
向
）
を
造
り
出
し
て
い
た
。
寸
法
は
、
幅
を
二
二
六
～
二

四
五
㎜
程
度
、
成
は
二
三
〇
～
二
八
〇
㎜
程
度
、
一
部
舟
肘
木
を
高
さ
方
向
に
も
造
り
出
す

部
分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
三
一
五
㎜
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
長
さ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、

最
も
長
い
も
の
で
、
北
面
の
一
丁
も
の
は
一
三
・
二
ｍ
程
度
あ
っ
た
。

　

北
面
の
丸
桁
は
、
表
面
全
面
が
柔
ら
か
な
風
蝕
痕
に
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
も
天
平
期
の

材
料
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
堅
い
風
蝕
痕
の
材
も
多
く
、
北
面
の
そ
れ
と

は
だ
い
ぶ
違
う
印
象
を
受
け
た
。
特
に
西
面
と
東
面
の
南
寄
り
の
材
に
そ
の
傾
向
が
強
か
っ

た
。
た
だ
、
舟
肘
木
と
の
関
係
や
小
屋
裏
側
で
の
調
査
で
も
そ
の
丸
桁
が
後
補
で
あ
る
根
拠

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
世
に
削
り
直
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
な
か
に
は
、
軒
天
井
側
の
下
端
に
丸
面
を
付
け
て
い
る
材
料
が
あ
っ
た
。
中
古
に
前

後
を
入
れ
替
え
て
使
用
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
た
が
、
小
屋
裏
は
仕
上
げ
ら
れ
た
形
状
に
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
単
純
に
誤
っ
て
加
工
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

調
査
当
初
は
、
す
べ
て
奈
良
時
代
の
材
料
と
考
え
た
が
、
継
手
の
位
置
や
状
況
、
風
蝕
の

差
や
小
屋
裏
の
加
工
痕
な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
中
古
材
も
混
ざ
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
判
断
は
未
解
体
の
た
め
難
し
い
。
少
な
く
と
も
、
北
側
の
材
料
は
当
初
材

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
　
舟
肘
木

　

舟
肘
木
は
二
八
本
あ
り
、
す
べ
て
檜
材
で
、
奈
良
時
代
当
初
の
材
料
と
思
わ
れ
る
。
幅
は

二
三
五
㎜
内
外
、
成
は
部
材
と
し
て
は
一
五
〇
㎜
内
外
で
あ
る
が
、
形
状
そ
の
も
の
は
上
に

図139　舟肘木摺本 ₁マス＝₅㎝　縮尺　1：12

北
面
ろ
通
り（
北
倉
）

西
面
六
通
り（
中
倉
）
南
面
は
通
り（
南
倉
）
中
倉
大
斗
上
「
に
五
」
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図140　丸桁内側にも丸面が取られている例
西面八通り（南倉）舟肘木の北方。

載
る
丸
桁
を
造
り
出
し
、
二
一
五
㎜
内
外
と
な
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
多
い
。

長
さ
は
、
一
・
七
ｍ
内
外
、
隅
は
二
・
七
ｍ
前
後
で
あ
っ
た
。

　

舟
肘
木
は
、
大
梁
を
中
心
に
左
右
対
称
に
な
る
は
ず
の
部
材
で
あ
る
が
、
現
状
は
左
右
で

長
さ
が
違
う
も
の
が
散
見
さ
れ
、
中
古
に
舟
肘
木
を
切
り
縮
め
る
よ
う
な
改
造
を
受
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
丸
桁
の
下
端
に
元
の
長
さ
を
示
す
と
思
わ

れ
る
鑿
打
ち
の
跡
や
鋸
挽
き
の
跡
が
あ
り
、
そ
の
間
隔
を
計
測
す
る
と
、
今
よ
り
長
い
左
右

対
称
の
舟
肘
木
が
想
定
で
き
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
（
注
八
）。

　

舟
肘
木
は
、
大
梁
に
は
相
欠
、
三
段
校
木
に
は
渡
腮
で
組
ま
れ
る
が
、
な
か
に
は
大
梁
位

置
に
も
渡
腮
の
痕
跡
を
残
す
部
材
が
あ
っ
た
。
下
端
に
は
、
風
蝕
差
の
痕
跡
の
あ
る
部
材
も

あ
り
、
こ
れ
ら
は
舟
肘
木
の
移
動
な
ど
の
改
造
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

舟
肘
木
の
風
蝕
は
、
北
面
の
部
材
を
中
心
に
、
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
状
態
で
、
天
平
期
の

材
料
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
東
面
や
西
面
の
舟
肘
木
に
は
、
内
側
は
い
か
に

も
天
平
期
の
風
蝕
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
端
や
外
側
は
堅
い
風
蝕
痕
と
な
っ
て
い
た
。

同
じ
部
材
で
風
蝕
が
こ
れ
ほ
ど
異
な
る
状
況
か
ら
見
る
と
、
削
り
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

八
　
軒
天
井
板

　

軒
天
井
は
、
校
木
の
上
端
、
大
梁
上
に
載
せ
、
丸
桁
下
端
と
軒
天
井
下
端
が
揃
う
。
長
さ

は
各
大
梁
の
間
が
一
枚
の
長
さ
で
、
幅
は
約
三
〇
〇
～
五
八
九
㎜
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
厚

さ
約
七
五
～
八
〇
㎜
で
あ
る
。
板
傍
に
雇
実
を
入
れ
る
。

九
　
小
屋
組
・
ト
ラ
ス

　

小
屋
組
は
、
大
正
修
理
時
に
西
洋
の
架
構
技
術
を
取
り
入
れ
た
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス

（
対
束
小
屋
組
）
構
造
に
改
め
ら
れ
た
。
部
材
に
は
多
く
の
古
材
が
転
用
さ
れ
て
い
た
。
大

正
期
の
補
足
材
は
す
べ
て
檜
材
で
、
台
鉋
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

　

ト
ラ
ス
は
、
陸
梁
と
対
束
、
合
掌
〔
下
〕
か
ら
な
る
下
部
の
ト
ラ
ス
と
棟
束
と
二
重
梁
と

合
掌
〔
上
〕
か
ら
な
る
上
部
の
ト
ラ
ス
か
ら
成
る
。

図142　舟肘木造り出しが欠き取られた痕跡
南倉東南隅（い通り）南面西方。

図141　丸桁に残る鑿打ち痕跡
北面は通り（北倉）舟肘木の東方。

図143　大梁先の部材の取り合い
軒天井板を外したところ。東面二通り（北倉）。
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陸
梁
は
、
大
梁
及
び
中
倉
境
の
校
木
の
筋
に
配
し
て
敷
桁
上
に
載
せ
、
陸
梁
先
端
を
丸
桁

に
枘
差
と
す
る
。
陸
梁
（
成
三
三
五
㎜
、
幅
二
七
〇
㎜
）
の
上
に
、
対
束
（
二
七
〇
㎜
、
二

一
二
㎜
）
を
立
て
、
下
か
ら
三
の
母
屋
を
輪
薙
ぎ
込
む
。
陸
梁
上
か
ら
対
束
に
合
掌
〔
下
〕

（
成
三
一
五
㎜
、
二
一
二
㎜
）
を
六
寸
勾
配
に
架
け
、
そ
の
下
に
二
本
小
屋
束
を
立
て
、
方

杖
（
成
一
五
二
㎜
、
幅
二
一
二
㎜
）
を
架
け
る
。
対
束
上
部
の
二
重
梁
上
に
棟
束
を
立
て
、

棟
木
を
輪
薙
込
み
、
棟
束
に
合
掌
〔
上
〕（
成
二
六
〇
～
二
三
一
㎜
、
幅
二
一
二
㎜
）
を
架

け
る
。
合
掌
〔
下
〕
上
に
一
の
母
屋
と
二
の
母
屋
を
二
通
り
渡
す
。

　

桔
木
は
、
大
正
修
理
時
に
妻
側
も
含
め
各
陸
梁
間
に
一
本
ず
つ
、
計
一
六
本
、
各
隅
に
四

本
ず
つ
計
一
六
本
、
合
計
三
二
本
を
入
れ
て
い
る
。
敷
桁
上
に
桔
木
枕
を
入
れ
て
支
点
と
し
、

桔
木
先
端
を
丸
桁
に
枘
差
し
、
丸
桁
を
桔
ね
る
。
対
束
筋
の
桁
行
方
向
に
成
二
一
〇
㎜
、
一

八
五
㎜
の
胴
差
を
入
れ
、
桔
木
尻
を
押
え
る
。
桔
木
尻
に
は
ず
れ
止
め
に
太
枘
を
仕
込
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
対
束
梁
間
方
向
に
繋
梁
を
入
れ
、
対
束
に
枘
差
込
栓
打
、
桁
行
方
向
に
成
一

八
五
㎜
×
九
二
㎜
の
挟
梁
で
対
束
を
東
西
か
ら
挟
込
み
、
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
。

　

ト
ラ
ス
の
各
接
点
は
、
金
物
を
用
い
て
固
定
さ
れ
て
い
た
が
、
金
物
は
す
べ
て
鉄
に
焼
漆

塗
装
が
施
さ
れ
て
い
た
。
今
回
取
り
外
し
た
ボ
ル
ト
は
す
べ
て
鍛
接
で
継
が
れ
、
必
要
な
長

さ
に
造
ら
れ
て
い
た
が
、
う
ま
く
接
合
さ
れ
ず
接
合
面
が
取
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
座
金
の
破
断
し
た
断
面
を
み
る
と
層
状
に
な
っ
て
お
り
、
ナ
ッ
ト
も
個
々
に
寸
法
が
異

な
っ
て
い
て
、
一
つ
一
つ
鍛
造
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ボ
ル
ト
が
な
ぜ
継
が
れ
た
も
の

が
使
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
の
修
理
で
使
用
し
た
ボ
ル
ト
を
再
利
用
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。

　

お
も
な
金
物
の
寸
法
は
、
陸
梁
と
合
掌
〔
下
〕
の
接
点
に
長
さ
一
、
四
〇
〇
㎜
、
幅
一
九

〇
㎜
、
厚
さ
九
㎜
の
プ
レ
ー
ト
、
陸
梁
継
手
位
置
に
長
さ
一
、
二
二
五
㎜
、
幅
三
一
〇
㎜
、

厚
さ
六
㎜
の
プ
レ
ー
ト
、
対
束
を
固
定
す
る
片
側
の
長
さ
三
五
七
㎜
、
幅
六
三
㎜
、
厚
九
㎜

の
Ｕ
字
型
の
プ
レ
ー
ト
、
方
杖
と
合
掌
〔
下
〕、
二
重
梁
と
合
掌
〔
下
〕、
合
掌
〔
上
〕
同
士

の
接
合
に
長
さ
六
二
〇
㎜
、
幅
六
二
㎜
、
厚
さ
六
㎜
の
プ
レ
ー
ト
、
大
梁
吊
ボ
ル
ト
長
さ
一

六
七
〇
㎜
、
径
二
五
㎜
、
陸
梁
吊
ボ
ル
ト
長
さ
八
八
〇
㎜
、
径
二
五
㎜
を
使
用
し
て
い
た
。

一
〇
　
地
垂
木

　

今
回
目
視
で
時
代
別
を
判
断
し
た
と
こ
ろ
、
大
正
期
も
含
め
お
よ
そ
六
期
に
分
け
ら
れ
る
。

当
初
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
成
約
一
三
〇
㎜
、
幅
約
一
〇
五
㎜
で
、
曳
割
り
に
よ
る
割
肌
が

そ
の
ま
ま
残
る
も
の
や
、
上
端
及
び
下
端
は
槍
鉋
で
仕
上
げ
ら
れ
、
側
面
に
は
鉞
や
丸
刃
の

釿
斫
の
加
工
痕
が
残
る
。
中
世
の
修
理
時
の
も
の
と
見
ら
れ
る
中
古
Ａ
は
、
丸
刃
の
釿
斫
の

痕
跡
が
残
り
断
面
寸
法
は
、
成
約
一
三
五
㎜
、
幅
約
一
二
〇
㎜
と
や
や
大
き
い
。
垂
木
下
端

に
過
去
二
回
の
釘
を
打
ち
替
え
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
慶
長
修
理
の
も
の
と
見
ら
れ
る
中
古

Ｂ
は
、
加
工
痕
が
目
立
た
ず
、
や
や
き
れ
い
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
保
期
の
も
の
と
見

ら
れ
る
中
古
Ｃ
は
、
成
約
一
三
〇
㎜
、
幅
約
一
一
八
㎜
で
台
鉋
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当

初
と
見
ら
れ
る
部
材
は
ほ
ぼ
直
材
で
、
中
世
や
江
戸
時
代
と
見
ら
れ
る
も
の
は
下
端
に
反
り

を
つ
け
、
木
口
成
を
増
し
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。
中
古
Ｄ
は
明
治
修
理
の
も
の
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
大
正
修
理
時
に
地
垂
木
の
三
本
毎
に
力
垂
木
を
挿
入
し
、
軒
を
補
強
し
て
い
る
。

成
二
四
〇
～
三
〇
〇
㎜
、
幅
約
一
一
八
～
一
二
〇
㎜
、
檜
で
台
鉋
仕
上
げ
を
し
て
い
る
。

　

時
代
分
類
の
結
果
、
中
世
の
鎌
倉
時
代
の
部
材
が
多
く
残
さ
れ
て
い
て
、
瓦
の
時
代
別
残

存
状
況
と
一
致
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
材
と
中
世
材
の
判
断
が
目
視
だ
け
で

は
難
し
く
、
中
世
と
判
断
し
た
も
の
が
当
初
材
の
可
能
性
も
あ
り
、
も
う
少
し
当
初
材
が
多

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
一
　
飛
檐
垂
木

　

時
代
別
は
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。
当
初
と
見
ら
れ
る
も
の
は
木
負
位
置
で
成
約
一
二
〇
㎜
、

幅
約
一
〇
五
㎜
、
木
口
成
約
一
一
〇
㎜
、
幅
約
九
〇
㎜
、
中
世
の
修
理
時
の
も
の
と
見
ら
れ

る
中
古
Ａ
は
、
木
負
位
置
で
成
幅
共
約
一
二
〇
㎜
、
木
口
で
一
〇
〇
㎜
、
慶
長
修
理
と
見
ら

れ
る
中
古
Ｂ
は
、
木
負
位
置
成
約
一
二
〇
㎜
、
幅
約
一
一
五
㎜
、
木
口
成
約
九
八
㎜
、
幅
九

〇
㎜
、
天
保
修
理
時
と
見
ら
れ
る
も
の
は
木
負
位
置
で
成
約
一
二
〇
㎜
、
幅
一
一
〇
㎜
、
木

口
一
〇
〇
㎜
角
、
台
鉋
で
仕
上
げ
る
。
飛
檐
垂
木
に
は
明
治
、
大
正
期
の
取
替
材
は
な
か
っ
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た
。
何
れ
も
下
端
で
一
五
㎜
程
反
り
を
付
け
る
。

　

時
代
別
に
つ
い
て
は
、
当
初
材
が
半
数
近
く
残
さ
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
地
垂
木

同
様
、
当
初
材
の
数
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
当
初
材
で
も
鼻
先
が
切
ら
れ
て
い

る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。
当
初
に
お
け
る
飛
檐
垂
木
の
茅
負
か
ら
の
出
は
、
六
〇
㎜
内
外

を
測
る
こ
と
が
で
き
、
奈
良
時
代
の
例
か
ら
す
る
と
や
や
長
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
論
止
垂
木
が
納
ま
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
奈
良
時
代
当
初
は

論
止
垂
木
は
な
い
。
隅
木
は
後
述
の
よ
う
に
四
箇
所
中
三
箇
所
は
当
初
材
と
見
ら
れ
、
各
側

面
に
は
埋
木
が
あ
り
、
現
在
の
垂
木
が
付
け
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
二
　
隅
木
・
隅
木
受
尾
垂
木

　

隅
は
、
隅
木
受
尾
垂
木
を
真
隅
に
納
め
、
舟
肘
木
と
丸
桁
を
組
み
、
そ
の
上
に
地
隅
木
、

飛
檐
隅
木
を
架
け
る
。
垂
木
勾
配
が
平
で
六
寸
勾
配
、
妻
で
七
・
二
寸
勾
配
と
勾
配
が
異
な

る
た
め
、
勾
配
が
急
な
妻
側
に
隅
木
を
振
っ
て
納
め
て
い
る
。
東
南
隅
の
隅
木
は
大
正
修
理

で
取
り
替
え
ら
れ
て
お
り
、
地
隅
木
と
飛
檐
隅
木
を
檜
の
一
木
で
造
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

地
隅
木
・
飛
檐
垂
木
は
当
初
材
で
、
地
隅
木
に
は
大
正
期
の
修
理
で
天
端
か
ら
鉄
材
を
挿
入

し
て
補
強
さ
れ
て
い
た
。

　

地
隅
木
受
尾
垂
木
側
面
に
は
、
今
回
補
強
で
取
り
付
け
た
帯
状
金
物
と
同
じ
よ
う
な
形
状

の
削
り
跡
と
釘
跡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
期
に
や
は
り
隅
木
を
吊
る
た
め
に
付
け
ら
れ

た
金
物
の
跡
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
発
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
い
。

一
三
　
軒
反
り

　

軒
反
り
は
、
木
負
、
茅
負
の
外
下
角
の
各
隅
木
口
脇
で
の
反
り
上
が
り
の
数
値
を
計
測
し

た
。
東
南
は
、
茅
負
で
一
五
七
㎜
、
木
負
一
〇
九
㎜
、
東
北
は
茅
負
一
八
五
㎜
、
木
負
一
二

四
㎜
、
西
北
は
茅
負
一
七
五
㎜
、
木
負
一
〇
八
㎜
、
西
南
は
茅
負
一
二
二
㎜
、
七
〇
㎜
で
あ

っ
た
。
昭
和
七
年
実
測
の
軒
反
り
の
詳
細
図
の
寸
法
と
比
較
す
る
と
、
茅
負
は
約
一
・
二
尺

（
現
行
尺
換
算
三
六
四
㎜
）、
木
負
は
約
六
・
五
寸
（
現
行
尺
換
算
一
九
七
㎜
）
で
描
か
れ

て
い
て
、
現
状
で
最
も
反
り
上
が
り
の
数
値
が
大
き
い
東
北
隅
と
比
較
し
て
も
、
茅
負
で
一

図147　当初飛檐垂木の鼻先
天端風蝕痕により当初の茅負の位置がわかる。

図148　鼻先を切られた当初飛檐垂木
鼻先の風蝕から切られたことが窺える。

図145　丸桁への桔木の仕口
扇枘としていた。

図146　トラス金物のボルト
隅行のボルトは長く、途中で鍛接されていた。
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七
九
㎜
、
木
負
で
七
三
㎜
の
大
き
な
差
が
あ
り
、
こ
の
図
面
が
正
し
い
と
す
れ
ば
隅
が
こ
れ

だ
け
大
き
く
垂
下
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
反
り
元
は
、
現
状
は
垂
下
し
て
い
て
丸
桁

真
か
ら
の
真
反
り
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
七
年
の
図
面
で
は
、
丸
桁
真
か
ら
八
・

七
尺
（
二
、
六
三
六
㎜
）
程
引
き
込
ん
だ
位
置
を
反
り
元
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
昭

和
七
年
実
測
図
の
矢
弛
み
が
今
回
実
測
し
た
数
値
よ
り
も
か
な
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
て
、

こ
の
図
面
の
正
確
性
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
も
残
る
。

一
四
　
野
　
地

　

堅
固
な
二
重
野
地
で
、
大
正
修
理
時
に
雨
漏
り
防
止
の
策
と
し
て
作
ら
れ
た
。

　

地
垂
木
上
に
木
舞
を
配
す
が
、
こ
れ
は
大
正
期
の
材
で
檜
の
台
鉋
仕
上
げ
、
上
端
は
帯
鋸

曳
き
、
成
三
六
～
三
九
㎜
、
幅
六
三
～
六
五
㎜
を
約
六
四
五
㎜
間
隔
で
地
垂
木
に
洋
釘
止
め
、

力
垂
木
側
面
に
は
大
入
と
し
、
そ
の
上
に
化
粧
裏
板
を
張
る
。

　

化
粧
裏
板
に
つ
い
て
は
、
天
保
期
と
見
ら
れ
る
材
は
杉
で
、
表
は
台
鉋
、
裏
面
大
鋸
曳
き
、

幅
二
三
五
～
三
〇
〇
㎜
、
厚
さ
三
五
～
四
〇
㎜
。
大
正
期
の
材
は
檜
で
、
表
は
台
鉋
、
丸
鋸

曳
、
幅
二
八
〇
～
三
一
〇
㎜
、
厚
さ
三
四
～
三
六
㎜
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
正
修
理
時
、
板

傍
に
水
抜
き
の
た
め
と
思
わ
れ
る
决
り
溝
を
入
れ
て
突
き
付
け
、
長
手
方
向
は
殺
継
と
し
洋

釘
止
め
と
し
て
い
る
。

　

化
粧
裏
板
の
上
に
は
軒
先
と
棟
際
で
野
垂
木
が
入
る
。
大
正
期
の
材
で
、
檜
の
丸
鋸
曳
、

軒
先
部
分
の
長
さ
四
、
五
〇
〇
㎜
、
丸
桁
位
置
で
成
一
六
五
㎜
、
棟
際
で
長
さ
一
、
九
〇
〇

㎜
、
成
七
〇
㎜
を
斜
め
に
加
工
し
て
矢
弛
み
を
作
る
。
幅
約
八
八
㎜
を
約
三
〇
〇
㎜
間
隔
に

地
垂
木
と
同
じ
位
置
の
化
粧
裏
板
の
上
に
角
釘
止
め
し
て
い
た
。

　

二
重
野
地
は
、
野
垂
木
上
に
板
幅
約
二
一
五
～
二
七
二
㎜
、
厚
三
三
～
三
五
㎜
を
横
に
張

り
、
勾
配
の
下
手
を
幅
約
一
五
㎜
、
深
さ
約
二
一
㎜
决
り
、
一
方
の
板
の
上
手
と
張
り
重
ね

る
。

　

野
木
舞
は
、
大
正
期
の
材
で
、
檜
、
丸
鋸
曳
、
幅
四
五
㎜
、
厚
さ
は
野
地
板
の
勾
配
に
よ

り
約
一
二
～
二
四
㎜
に
加
工
し
、
一
二
五
～
一
三
〇
㎜
間
隔
に
洋
釘
止
め
し
て
い
た
。

図151　隅木受尾垂木
帯状金物の左に痕跡が見える。

図152　野地の状況
調査のため二重野地は切断して解体した。

図150　地隅木上端の鉄材補強

図149　飛檐隅木に残る痕跡の埋木
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